
留学期間における活動について 

 医学部医学科 5回生 S.Y (Male) 

・授業 

目的：英語力・プレゼン力強化、現地学生の受ける授業の雰囲気をつかむこと、医学知識

の吸収 

内容：教官による授業と、学生発表を主とした授業の 2 パターンがあった。授業は一回に

つき 1時間～2時間くらいで、教官による授業は新生児の発生異常、衛生についてなどトピ

ックをもった授業であり、現地学生は教官に指名されなくても積極的に発言し、その流れ

で授業がすすんでいく感じがあった。学生のプレゼンの授業は、基本 4 人の学生がそれぞ

れにケース発表ないし一つのテーマをもったレクチャー的プレゼンを 10分くらいで行って

いた。教官はそれらに対し自由なタイミングで指導を入れていた。また生徒のプレゼンが

終わったあとで教官のレクチャーが入ることもあった。 

成果：現地学生がプレゼン慣れしていること、また授業に積極的に参加していることを知

った。少しは英語強化できたかと思う。医学的知識は、聞き取れなかった部分が多すぎて

あまり吸収できていない。 

今後の抱負：プレゼンの機会があれば積極的にやるようにしていきたい。 

 

・実習 

目的：現地の実習の様子を知ること、現地の病気や病人の様子を知ること、医学的知識の

吸収、英語力強化 

内容：Bed Side Teaching(以下 BST)とWARD Roundの二パターンあった。BSTは教官が

ランダムに一人ないし二人の患者を選び、その患者に当たっていた生徒が問診で得た情報

を発表し、教官がそれに対し細かく質問(病歴、身体所見、鑑別疾患などについて)したり、

今後の治療方針を聞いたりするもの。WARD Roundは教官がほぼ全患者を見て歩いて、学

生は自分が当たっている患者についての病歴を簡単に説明し、身体所見を教官とともにと

ったりするもの。回診に似ているが、より教育を主としている感があった。 

成果：小児科の患者にどういった病気の患者がいるのかつかめた。それについての医学的

知識も教科書などで調べて補完した。英語の聞き取りがかなり困難で、ポイントを拾って

いくのがやっとだった。現地学生のレベルを知ることができた。 

今後の抱負：クリクラで身体診察をもっと積極的に行うようにしていきたい。 

  



 
スケジュール一覧 

2014/2/1(土) 夜、関空発 

2014/2/2(日) 
正午頃、マレーシア、クチン着。担当 Drに学校・周辺施設の案内を受け

る 

2014/2/3(月) 小児科へ案内してもらい、授業、実習に参加。 

2014/2/4(火) 授業、実習 

2014/2/5(水) 授業、実習 

2014/2/6(木) 授業、実習 

2014/2/7(金) 授業 

2014/2/8(土) 周辺観光 

2014/2/9(日) 周辺観光 

2014/2/10(月) 授業、実習 

2014/2/11(火) 授業、実習 

2014/2/12(水) 授業、実習 

2014/2/13(木) 授業、実習 

2014/2/14(金) 授業 

2014/2/15(土) 周辺観光 

2014/2/16(日) 周辺観光 

2014/2/17(月) 授業、実習 

2014/2/18(火) 授業、実習 

2014/2/19(水) 授業、実習 

2014/2/20(木) 授業、実習 

2014/2/21(金) 授業 

2014/2/22(土) 周辺観光 

2014/2/23(日) 周辺観光 

2014/2/24(月) 授業、実習 

2014/2/25(火) 授業、実習 

2014/2/26(水) 授業、実習 

2014/2/27(木) 授業、実習 

2014/2/28(金) 授業 

2014/2/29(土) 朝、クチン発、午後、クアラルンプール着。 

2014/2/30(日) 移動予備日 

2014/2/31(月) 午後、クアラルンプール発、深夜、日本着。 

 


